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4　ま　　と　　め

1　短根ニンジンに対するポリマルチ栽培の効果は

高く，収量の増大と生育の促進が顕著に認められた。

2　フイルムの税額では，収量において差はみられ

ず，品質的に形状，揃いで黒色マルチがまさる傾向で

あり，概して低温性作物である点からも黒色マルチが

有利である。

5　土壌分析の結果では透明マルチはpX，硝酸態

窒素，アンモニア態窒素，置換性塩基，電気伝導凰

いずれも生成量あるいは変動畳が大きく，黒色マルチ

ではそれがゆっくり進行する。無マルチでは窒素も塩

基も流亡の方向に進む。また，土壌型では腐植質の火

山灰土壌でその影響が強く現われる。

短根ニンジン・ハクサイのシードテープ利用について

′」＼　原　房　雄

（岩　手　県　園　試）

1　ま　え　が　き

野菜におけるシードテープ（種紐）利用はは稜およ

び間引作業の省力化の発想から開発された方法であり，

本試験では短板ニンジン，ハクサイを取り上げたが，

シーダーマシン（種紐製作機）により，シードテープ

内種子量および間隔が任意に調節できるため，挟間に

応じた種子間隔が得られ，は種作業もテープシーダー

（穐紐定置作業機）により，容易に行なえる結果が得

られた。したがって，シーダーマシンおよび，シードテ

ープ利用の能率，は種乳　は種方法，は穐労力，間引

労力につき調査した結果，慣行区との収益差が少なく，

は種間引作業が省力となり，実用性が認められたので

報告する。

2　試　躾　方　法

晶観．は種期，我植距離は第1表のとおりであり，1

区100〝㌔5区制で供試条件は下記のとおりである。

第1菱　餅種　概　要

供 試 作 目 品　 種　 名 は 種 期 栽 植距離

短恨 ニソジソ 長交 向陽 五 寸 5 月 1 5 日 50（Tm X I DcⅥ

ハ　 ク　 サ　イ 長　 交 無　 双 8 月 1 5 日 75 cm X 4知

1　短艇ニソジン

日）　シードテープ利用は種の深さ

n5，1．0，1，5，2．0，2．5（Ⅷ

（2）シードテープは種の深さと砕土との関係

砕土区はロータリー耕4回

対照区はロータリー耕2回

仰　シードテープは種の深さと土寄せの関係

（4）シードテープと機械は種，慣行との比較

2　　ハクサイ

rl）シードテープ利用は種の深さ

0．5，1．0，1．5，2．0，2．5C椚

（21シードテープと機械は種，慣行との比較

◎シードテープ利用の作業順序

シードテープ利用の場合，は椎までの作業別順序は，

シーダーマシンやテープシーダーを使用するため，機

械の整備→シードテープ作り→シードテープの保存一一

さらにテープシーダーによるは種作業の順序である。

5　試　験　結　果

1　短板ニンジン

rl）発芽および生育について

発芽率は，は種の深さによって異なり，シードテー

プが浅いn5cm区ではテープが露出したり，土壌乾燥

などで初期生育が遅れる。また，深ければ発芽率が低

下し初期生育が遅れる傾向がある。しかし，深さ1．0

～1．5（Ⅶ区は，慣行区と同等の生育であった（第2表）。

（21収量・晶慣

（丑　は種の深さ別では一般にシードテープ区の収量

は少ないが，深さ1．0m区であれば，実用可能なもの

と思われる（第5蓑）。

（参　砕土を4回行なっては穫した場合は，深い2・5

仰区では砕土効果が認められたが，1．0（Ⅶ区では砕土

効果が認められず，対照区の2回桝で充分と思われる。

（卦　は径深さと土寄せの調査結果では，深さが深い

ほど，青首率が少なくなる傾向がみられたが，土寄せ

区に比べ，無土寄せ区はいずれも青首が多く，土寄せ

効果が高い。

④　シードテープ利用区と機械は種，慣行との比較

では，慣行区より，5（7乃間隔や10（Ⅶ間隔まきでも収
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孟はやや劣るが，機械区（トラクタードリル播）より

多く，シードテープ1Dc所間隔まきでも可能なものと

思われるが，は種時乾燥が予想される場合は，種子間

隔5mが望ましい。

第2蓑　短枚ニンジン　①シードテープ利用のは種の深さによる発芽率と生育

　 項 目

試 験 区

発　 芽　 率　　 （5 月 1 5 日播 ） 生 育 （7 月 2 0 日調 査 ）

は　 種　 数 発　 芽　 数 発　 芽 率 発 芽 日数 発　 芽　 揃 草　　 丈 菓　　 数

n 5 cm　 深　　 さ
5 0　 粒 5 1 粒 6 2．0 痴 1 0　 日 1 5　 日 5 4．5 の乃

ェ8　 枚

1．0 5 0 2 8 5 8．0 1 0 1 5 5 8．0 a O

1．5　　　　　 〝 5 0 2 5 5 0．0 1 1 1 5 5 8．5 ヱ9

2．0　　　　　　 〝 5 0 2 0 4 0．0 1 1 1 4 5 5．5 7 8

2．5　　　　　 〝 5 0 1 8 5 占．0 1 5 1 4 5 5．0 7 9

慣　 行　　　 〝 5 0 5 7 7 4 0 9 　 1 2

l

5 8．4 8 4

第5蓑　短根ニンジン　　収　　　量

は　 踵 の 深 さ は種 の 深 さ と砕 土 は 踵 の 深 さ　 と 土 寄 せ 機 械 は 種 との 比 較

試 験 区

1 0 8

当 り

収 量

比

1 0 8．

試 験 区 当 り

　収 量

砕 土 比 試　 験　 区

1 0　乱当 り

率 試　 験　 区

1 0 a 当 り

収　 量 比 青首 収 量 比

Cm

n 5

K ク

2，84 2 8 4 5

の乃

n 5

砕 土

対照

K 9

2，°57

2．85 1

10 1．0

1 0 0

Cm

n 5

土 よ せ

無 土 よ

K 9

2．10 5

乙 28 5

1 0 0

10 8．5

5 6．5

5 1．5

① て 霊 蒜

K 9

5．0 4 0 9ヱ 2

1．D 2．976 9 5．1 1．0

砕 土

対 照

2．97d

5．05 5

9ス4

1 0 0

1．0

土 よせ

無 土 よ

5．055

乙5 2 4

1 0 0

7 6．1

5 9．5

6 1 5

② ，。芸 間隔
2．8 55 9 0．°

1．5 2．4引 78 7 t 5

砕 土

対 照

乙49 9

2，5 9 0

9 8．5

10 0

1．5

土 よせ

無 土 よ

2，59 0

2，05 6

1 0 0

7 8．8

5 2．8

5 8 5

③ トラク‡；ル
2．80 5 8 9．°

2．0 2．114 dエd 2．0

砕 土

対 照

2．114

2．25 5

9 5．8

10 0

2．0

土 よせ

無 土 よせ

2．25 5

t 9 58

10 0

8 6．8

2 4 8

5 5．0

④ 慣　　　 行 5．12 8 10 0

2．5 2．5 2 5 8 0．7 2．5

砕 土

対 照

2．525

2．00 1

1 2 6．2

1 0 0

2．5

土 よ せ

錬 士 よせ

2．4 49

t 7 7 5

1 0 0

7 2．5

2 8．6

5 4 1

慣　 行 5．12 8 1 0 0 －

（3）省力効果

は種，間引の労力比較では，シードテープ区の省力

度が高く，は種，間引の労力で慣行の8帝，トラクタ

ードリル区に比べても15．5帝で済み，特に間引労力が

大きく省ける結果が得られた。また，シードテープを

利用した場合，全作業との比較でも慣行区の69・5形，機

械区の58．7多と省力度の高い結果が得られ実用性が認

められる（第4，5蓑）。
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第4表　垣根ニンジンの機械は毯間引との労力比較

試験区

項

シー ドテ ー　プ区 トラクター ドリル区 慣　　 行　　 区

使 組 1 0　a 当 り 使 組 1 0 a 当 り 使 組 1 0 a 当 り

　 員

作 業 別

用

段

作

業
絨時

械

入時

力

用

農

作

業
蹟時

械

入時

力

用

農

作

業
機 時

械

入時

力
機 人 所 所 機 人 所 所 磯 人 所 所

具 具 要間 要間 具 員 要間 要間 具 負 要間 要間

播　　　 種 テー プ
人 分 分 〆レソ 人 分 分

人　 力
人 分 分

シーダー 1 4 5 4 5 ドリル 2 2 0 4 0 1 5 7 2

間引 第 1 回 人　 力 － －
ビー ト
シ：／ナー 1 5 2 5 2 人　 力 1 1 7 7 8

第 2 回 人　 力 1 5 2 7 人　 力 1 － 2．5 1 0 人　 力 1 2．5 4 5

計 5 7 0 2．5 8 2 4，4 8 1

対 慣 行 比 8 5 5 1 0 0

第5衷　短板ニンジン　シードテープ利用の場合全作業との比較

栽　 培　 時　 間　 扮） シードテープの場合 （分）

全　労　力 は　　 種 間　　 引 全　労　力
巨　 種 間　　 引 全　労　力 は　　 毯

1 5．1 4 7 5 7 2 4．1 1 9 1．0 5 5 4 5 5 2 7 ‘ 鼠 5 1 1．5

4．8 ° d 4 0 2，5 4 2 2 ．8 5 4 4 5 5 2 7 5 8．7 1 0．7

注．栽培全労力は44年度岩手園試成績書による。

2　　ハクサイ

川　は毯深さ別による発芽日数はやや長く要したが，

生育，収量ともに大差なく，種子間隔は45mでよい。

（21は種・間引労力は，は種間隔が広いため高い省

力効果とはならないが，慣行の449帝で済む結果が得

られ実用性が認められる。

（3I　全作業との比較では，は種，間引以外の作業が

多く，省力皮は短板ニンジンより低く慣行の94喀程

度である（第8～8表）。

第6蓑　ハクサイのシードテープ利用の播種の深さによる発芽率および生育収量

＼ 項目

試験区＼
は種 数 発芽数 発 芽率 発芽 日数

最　 大　 斐
乗　 数 1 0 8．当り

収　 量
収 量 比

長　　 さ 巾

n 5 （Ⅵ

1．0 〝

1．5 〝

2．0 〝

2．5 〝

慣 行 区

5 0 枚

〝

〝

／／

〝

〝

4 5 校

4 2

4 2

4 0

5 8

4 2

8 8

8 4

8 4

8 0

7 6

8 4

5 日

5

4

5

5

5

2 8．ヂ汀

5 m 7

2 8．d

2 7 9

5 0．0

2 8．7

2 2．♂乃

2 5．5

1 鼠9

2 1．5

2 2．8

2 2．4

1 4 5 枚

1 5．2

1 4 2

1 4 2

1エ4

1 占．7

8 0 H K，

ス5 5 6

1 5 8 1

ヱ2 9 8

ス9 8 1

て9 1 4

1 0 1．8

9 5．4

9 5．5

9 2．2

1 0 0．8

1 0 0
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第7表　ハクサイの機枕播種間引との労力比較

試 験 区

項

目

シ ー ド テ ー　プ 区 機　　　 械　　　 区 慣　　　 行　　　 区

使

用

組

作

1 0　已当 り 使

用

農

組

作

業

1 0　a 当 り 使

用

農

組

作

業

1 0 a 当 り

機 時 入時 依 時 入時 機 時 入時

作 業別

農

機

英

人

械

所

カ

所 故 人
根

所

カ

所
撥 人

秩

所
カ

所

具 員 要 間 要間 具 員 草 間 草 間

分
d D

具 員

人
1

要 間 要問

う盆種
子一才 人

1
分
2 7

分
2 7

2 0 0

グ レン
ド リ レ

人
5

分
2 0

人　 力 分

播

間 引 第 1 回

シ′一夕ー

人 力 1

　 ′

人 力
1 1 8 8 人　 力 1 － 1 5 4

第　 2 回 人　 力 1 5 8 5 人　 力 1 2 4 5

第 5 回

計

対 慣 行 比 （珍

人　 力 1 － 2 2 5 人　 力 1 － 2 5　0
人　 力 1 2 2 5

4 5 2 8 8 5 1．0 0 7

4 4．9 8 7 8 1 0 0

第8表　ハクサイ　シードテープ利用の場合全作業との比較

　 項 目

栽培

体系

栽 培 時　 間　　 （分） シー ドテープの場合 （分 ） 対 シー ドテー プ比　 （啓）

全 労 力 は　　 種 間　 引 全 労 力 は　 種 間　　 引 全 労 力 は　　 種 間　 引

慣　　　 行 8 9 2 8 5 8 5 6 2 4 8 5 8 9 4 5 4 6 8 9 4 0 1 1．2 7 4 0

機　　　 械 て5 5 8 d D 8 2 5 1 0 1 9 4 5 4 占8 9 2．9 7 1．5 5 こ．4

注．栽培全労力は44年度岩手園試成績書による0

4　む　す　　び

1シードテープ利用は，シーダーマシンによる種

子封入時間を要するので，桂子準備をしておくことが

必要であり，テープの保存はテープリールとともにビ

ニール袋に詰めダンボール箱等に保存する程度でよく

変質しない。

2　テープ内種子量は10a当り短板ニソジンでは

慣行1上のわ～％，ハクサイではn5上の％程度と少

なくてよいが，極度に少ない場合や，種子選別の悪い

ものは発芽勢が劣り生育にも影響するので，種子島は

極度に少なく　しない。

5　シードテープのは穐深さは火山灰等軽い土では

1．0珊よりやや深めとする。また，乾燥期は，は種後

鎮圧をよくし滞水する。

4　砕土が荒かったり．荒い堆肥では，テープシー

ダーの爪にからみつくので砕土し，完熟堆肥を使用す

る。

なお．シードテープ利用に要する諸費試算の結果，

本機の価格が高くつくので，本磯の共同購入，共同利

用等であれば，利用効率が高く有利と思われる（第9，

10表）。

第9表　シーダーマシンによる徳子封入時間（10a当り）

種　　　 煩
1 0 a 当　 り

テー プの長 さ
種子封 入時間

フ イ　 ル ム
入 替 え 時 間

合　　　 計 備　　　　 考

短 棍 ニン ジ ン 乙0 0 0　仇 1 時間 55 分 4 回 1 7 分 2 8 秒 2 時 間 12分28 秒
間隔 1 0の

ベル トノ拓1 4

ハ　 ク　 サ　 イ 1 5 0 0　 m 1時 間 14 分45秒 5 回 1 5 分 2 6 秒 1時 間28分 11 秒
間隔 4 5m

ベル トノ佑9
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第10表　シードテープ利用による諸経費試算表

　　 項 目

晶 別
型　　 式

価　　 格 】耐用年数

備　　　　　　 考垣　 根

ニンジン
ハクサイ

木

椀

シー　ダ マ　シ　ン S M　A －　5
　　 H
220．00 0

22 0．000円

使用面折

に よ る

業務用

テー プシー ダー T　S　A　－　5 乳500 乳50 0 1 条用 （マーカー付）

種 子　 ベ　ル ト 点描 標準型 2，000 2．000 1 各種　 1 本 2．0 0 0円

リ　 ー　 ル　計 48 0′
10 a 当り

25°．500

5占0／
1D a 当 り

25 1．8 dO

5 0 0 7花巻， 1 巻分 1 2 0 円

テ フ　 イ　 ル　 ム（ホ′レセロソ）
9 dO／
10 a 当り

d 24／
1〔a 当り

1　　 年 垣根 ニソジン2．nOOγ托／10 a 当り，

1 巻 24 0 円
t

プ

糸

計

2 69ga 当 り

1，1°D／
10 a当 。

150／
10 a当り
75 4／

1 10 a 当り

1　　 年 ハ クサイ　t 50 0′1 D a 当 り

短根ニンジンの養分吸収について

高　橋　慶　一・伊　藤　明　治＊

（岩手県閲読高冷地分場・＊岩手県園試）

1　ま　え　が　き

野菜の主産地形成に伴い，一応の施肥基準を設定し

ているが，これら各種野菜の施肥基準は，これまでの

慣行栽培を目安に設定しているものが多く理論的な根

拠に乏しい。また，有機質肥料の不足とあいまって最

近はますます化学肥料の多肥が行なわれている。この

ようなことから，国の指定産地2地域をもつ垣根ニン

ジンをひとまず対象とし，生育に伴う時期的な養分吸

収量を知り，施肥合理化上の参考に賛するため，昭和4ち

44年の2カ年にわたって試験を実施したが，ここで

は，昭和44年の成績を中心に報告する。

2　試．験　方　法

品　　種：チャンテネーインプループド

播　種　斯：5月15日

第1表　生　育　経　過

我植距離：5　0（謂×10cm

施肥畳：108当りⅣ18K乳　P12Kg，E15

Kg，それぞれ硫安，過石，塩加で施用。

施肥法：Pは全量元肥，N，Rは元肥％　追肥兄

元肥は全面施用。

供試土壌：火山灰土壌（焼石岳火山灰系）

ニンジンの分析法：各時期20個体を供用し，Nは

ケルダール法，Pはノミナドアソモソ法，Kは炎光分析，

Ca，Mgは原子吸光分析法によった。

5　試　験　結　果

1　生育経過

短根ニンジンの生育は，播種後50日で菓敦45枚．

板長15．8の＼地際部の板の太さn25cm，全重（生体

重）は1タにも達せず，初期～中期まではきわめて緩

慢な生育を示した（第1蓑）。

項 目

播 櫨

後 日数

草　 丈 菓　 数

大　　 根 わめ

板　 長

生　 体　 重　 け ） 乾　 物　 重　 （夢）

太　 さ 長　 さ 菓　 重 板　 重 全　 重 菓　 重 板　 重 全　 量

5 0　日 1 5．5 の乃 4 5 枚 0．2 5 － 15．8 m 0．8 5 8 0．1 0 2 n 7 6 5 ロ．0 9 ° n 口1 7 0．1 1 5

4 0　日 1ヱ9 占．9 n 7 5 4 8 14 9 2．9 0 2 1．5 7口 4 2 7 2 n 4 5 5 n 1 7 5 n d 2 8

7 0　日 2 5．4 8．1 1．2 5 6．0 2 6．5 8．8 5 8 4 1 8 1 1 0．8 5 7 1．18 ° n 4 d O 1．6 2（～

8 0　日 5 7 7 9．1 1．9 1 a 9 5 4．° 2 1．9 0 12．5 D 5 4 2 0 2．5 2 0 0．9 4 0 5．2 d

9 1 日 4 9．4 見る 2．9 1 10．8 49．1 」且 5 6 S d．9 0 7 7 4 8 5．29 5．5 4 8．8 5

1 0 1 日 5 1．1 1 1．5 5，7 0 12．8 － 占5．5 9 7 4 5 8 1 5 9．9 5 a 1 4 占．8 2 14 9 8

1 1 1 日 5 5．4 10．9 5．4 9 1 4 2
－
1 0 0．9 8 1 6 5．0 7 26 1．0 5 1 4 5 0 12．7 4 2 ヱ2 4




